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乙の調査は，北海道総合開発の一環である，

地下資源開発のための基本調査として，北海

道に調査を委託し，道立地下資源調査所にお

いて，実施したものである。

昭和 35 年 3 月

北海道開発庁
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L万分の占地質図書石狩岳(網走一第 55 号)

北海道立地下資源調査所

北海道技師斎藤昌之

同 士居繁雄

同 長谷川 潔

はしがき

この図幅は，昭和 30 年から 33 年にわたる 4年聞において，延約 200 日を買いして行っ

た野外調査の結果を取纏めたものである。

野外調査に際しては，地域を分担した。斎藤は，図幅北西隅の石狩川本流からユニ石狩

川におよぶ地域，三国山を中心とする稜線の地域，土居は，石狩川本流からノレベ vナイ沢

にわたる地域と十時三股から上ホロカトコロ川におよぶ図幅南東隅の地域，長谷川は，石

狩岳，音更岳を中心とする図幅南西隅の地域，および、無加川の上流になる図幅北東隅の地

域を，それぞれ担当した。なお，ノレペシナイ沢上流地域の調査には杉本良也技師の，十時

打 l源流地域の調査には酒匂純俊技師の，それぞれ援助をうけた。

この図幅地域は，いわゆる北海道の中軸地帯にふくまれる。したがって日高層群が基盤

岩層として発達し，基盤の深成岩活動がはげしく行われているが，さらに新第三紀にはい

っても，グリーン・タブ活動の舞台となっている。しかし，未踏の地が多く，その地質に

ついて公表された資料は，ほとんどみられない。わずかに，石狩川源流原生林総合調査報

告中に，石川俊夫と胎井義堆とによる簡単な地質の記載がみられるていどにとどまる。

報告にはいるにさきだち，野外調査を援助された杉本良也・酒匂純俊，図版作製を担当

された松井公平・大島美智子の諸氏に謝意を表するつ

I 位置上よび交通

この|辺幅の福田は，北緯 43=30'~43=40!，東経 143つOO~143~15' に位置し，石狩・十時・

北見の三国にまたがる。

行政的には，図幅地域のほぼ半ばを占める北西地域が上川支干の管轄で，上川郡上川町
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第 1図位置図

に属する。のこりの半ばを占める南東地域は，十勝支0'の管轄と網走支庁の管轄に，ほぼ

切半される。前者は，常目郡留辺薬町と同郡置戸町l乙，後者は，ほとんど全域が河東郡上

士幌町に，一部が足寄郡足寄町に属する。また，十勝川源流になる南西隅のごく一部は，

上川郡新得町にふくまれる。

この地域は，いわゆる北海道の屋根であって，ごく最近までは，ほとんど未踏の地であ

った。しかし，昭和 29 年のいわゆる陀風 15 号によって尾大な風倒木を生じた結果，風倒

木処理のために，林道がいちじるしく整備され，主要な沢沿いには，立派なトラック道路

- 2 -
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が開さくされている。また，この調査の終了後，上]f[と北見を結ぶ国道が，この地域を横

断して開通し，産業開発の面はもちろん観光の面からも，きわめて重要な路線となってい

る。

この地域の水系は，北京から南西にはしる稜線，およびそれから南東に派生する稜線を

境として，北西斜面側のものと，南東および北東斜面但[Jのものとにわかれている。前者は，

この地域から上川盆地にぬけ，遠く日本海に注ぐ石狩川およびその支流(ユニ石狩川・ノレ

ベシナイ沢など)である。後者は，南流し，十勝平原を縦走して太平洋に注ぐ音更川およ

びその支流(中ノJ[l)と，東に流れてオーック海に注ぐ無加川・上ホロカトコロ川・土居

常呂川(いずれも常呂川水系)である。いずれも，河岸を深く刻み，多くの美しい懸崖を

みせている。沖積地の発達はきわめて貧弱である。

II 地形

図幅の北東隅から南西隅にかけて，標高 1，200m を越える北海道の中央脊梁山脈が走り，

三国山(1 ，541 m)，ユニ石狩岳 (1 ，755 m)，音更山 (1 ，932 m)，石狩岳 (1 ，980 m) などの

急しゅんな山山がそばだっている。

この図幅地域は，この急しゅんな脊梁山脈によって，地形上，特徴のある 2 つの地区，一一一

第 2 図 音更山からみた石狩岳

- 3 -



第 3 図 ニユ石狩川左埠にみられる第 3 段丘面。手前の平坦面は，河岸段丘

面である。それぞれ，段正堆積物をのぜている。

北西地区と南東地区一ーにわかれる。北西地区には，標高 1，000 m から 1 ，300 m に，しだ

いに移りかわる平坦な地形が展開される。この平坦地形は，ほぼ 1，000-1 ，100 m，ほぼ

1,100-1,200 m，ほぼ 1，200-1 ，300 m の 3 つの面に大別される。いずれも，氷期と関連を
(1)(2)(:1)

もって形成された湖成段丘面とみられ，北海道の海岸各地で識別される， 100m ・ 200m ・

300m の，それぞれの海成段丘面に対応する性質のものと考えられる。乙れらのうち，

1,100-1,200 m および 1，200-1 ，300 m の 2 つの段丘面は，かなり解析が進み，その分布は

小範囲に限られている。しかし， 1,000-1,100 m の面は，原形をよく保存し，かなりの拡

がりをもって発達している。

北西地区にみられた段丘面は，きわめて局部的な分布をしめして保存するにとどまるが，

南東地域は，やや趣を異にする。南東地区の南半部，すなわち音更川の最上流地域には，

標高 700m から 900m I乙漸移する平坦な盆状地形が広く展開されるが，乙れは，北西地区

の段丘面とは性格を異にし，洪積世初期のふるい湖盆地をおおう沖積世の扇状地地形であ

る。また北東部にも 1，100 m 以下の緩い傾斜の平坦地形が発達するが，これは，まえの 2

者と異なり，洪積世末期の所産とみられる熔結凝灰岩台地である。

-4-



質地III

説概III.1

この閃軒地域の其曹を構成する地質は，

先白望紀の日高層群と，それから変成した

ホノレンブェノレス，および，それらを貫ぬく

花自斑岩，閃緑岩，輝禄岩などの近入岩類

である。

新第三紀の火山岩，火山砕屑岩および堆

積岩類は，これらの先白皇紀岩類を不整合

におおい，それとほぼ等しい面積を占めて

分布しているが，北西部地域，中央稜線北

半部地域および南東隅の地域にいちじるし

い。この最下部を形成するものは，棟岩を

主とする上支湧別層であるが，主体となる

ものは，石英粗面岩質熔結凝灰岩，プロピ

ライト，緑色凝灰岩などからなる東高地層

である。これは，道南地方のいわゆる訓縫

統(中新世)に対比されるものとみられ

る。道南地方の八雲統に対比される地層は

欠除し，黒松内期(鮮新世)とみられる火

山岩および火山砕屑岩類がそれをおおう。

第四期の岩類は，洪積世の三困層とした

湖沼堆積物と段丘堆積物とで代表される

が，熔結凝灰岩の発達もいちじるしい ο そ

れは，洪積世の中期とみられるシピナイ熔

。
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世の初期，中期，後期とみて差支えないであろう。この段 E堆積物との関係から，まえに

あげた三国層(湖沼堆積物)は，更新世中期の所産とみられる。沖積世のものとしては，

十勝三股を基点として，異常な発達をみせる扇状地堆積物と，ニペソツ火山噴出物が主要

なものである。

この地域は，全く無化石の状態である。したがって，化石の同定によって地層の時代を

決定することは，不可能である。しかし，地質を吟味し，段丘面との関係を考慮し，ある

いは，従来からの推論を参考にして，いちおう模式柱状図(第 5 図)にしめすような層序
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区分をすることができるつ

111.2 先白皇紀層沿よびその変成岩類

先白室紀層は，この地域の基盤を形成するもので，日高層群に属する頁岩質粘板岩と砂

岩の互層からなる。

日高層群は，この地域をふくみ北海道￠中央部を南から北へ通して，広く分布している

地層であるが，化石が発見されていないので，詳しい堆積時代はわかっていない。しかし，

最近の研究により，少なくともその一部は，中世代ジェラ紀の地層と推定されるようにな

った。この日高層群は，さらに，上部日高層と下部日高層とにわけられる。音更山やユニ

石狩岳の頂上を中心として，閃緑岩類が分布しているが，その周辺の日高層群は，接触変

成作用によってホノレンブェノレスになっている c そのほか， 日高層群のなかには，勇断帯が

各所に発達している。この勇断帯 lこは，圧砕にともなって，珪化作用や緑泥石化作用が強

く行われている。

111.2.1 日高層群

この地層は，図幅地域の全域にわたって，基盤として広く分布し，新第三紀の上支湧別

居をはじめ，すべての岩類によっておおわれている。その分布のようすを，さらに詳しく

のべると，おおまかにみて，石狩岳一大町を結んだ線より北に分布する単位と，士居常呂

川上流に分布する単位の， 2 地域に分けられる。この両者の聞には，緑色凝灰岩層が深く

はいり込んでいる。

この地域に分布する日高層群の岩相上の特徴としては，その大部分が，頁岩質粘板岩か

ら完全な粘板岩になっており，明らかに変成作用をうけていることである。この粘板岩化

はあとにのべるが，造構運動によって，かなり広範囲にわたる変成作用をうけた結果，形

成されたものとみられる。

まえにのべたように，日高層群は上部日高層と下部日高層とに分けられる。その地質時

代は，上部日高層は中生代ジェラ紀と推定される。下部日高層は，まったく時代未詳であ

るが，三畳紀ではなかろうかと考えられている。図幅地域にも，この両地層が分布してい

るが，なかでも下部日高層が広い範囲をしめている。日高層群が粘板岩化した地域と，下

部日高層の分布地域とは一致している。このことから，下部日高層の分布地域は，地質構

造上，特殊な場所(一程の構造帯)とみることができる c ただ，下部日高層の分布地域内

lこも，上部日高層とみられる岩相のものがあるので，下部日高層と一括したなかにも，上

部日高層が，切身状に捲き込まれている可能性が大きい。

-7-



III.2.1.1 下部日高層 (HI)

まえにのべたように，下部日高層は図幅地域の広範囲にわたって分布する。その大部分

は粘板岩であるが，砂岩もわずかふくまれている。この砂岩は，暗灰色のややアノレコーズ

に近い性質をしめすものである。上部日高層に特有な暗緑灰色の硬砂岩は，とくにもめた

地域を除いては見当らない。

この粘板岩は，黒色椴密で，方角状lこ割れる努聞が発達している。この賢聞の方向は，

おおかたの地域にわたって規則正しく， 2 つの方向をしめしている。その一つは， NO° 土

の走向をとり，西に 400~60° 傾斜するものである。いま一つは， N50o~60oE ・ 75°~90°

NW の走向，傾斜をしめしている。前者は，地層の互層状態からみて，堆積面 (SI) をし

めす境開であり，後者は，その後の造構運動の結果形成された境開面 (S2) と判断される。

この粘板岩を顕微鏡下で観察しても，多量の緑泥石が形成されており，そのうえ，境問面

(とくに52) そって，モヂイヅク状の石英がパッチ状に並んでいるのがみられる。また，部

分均に頁岩とみられる部分も残されている。この顕微鏡下の観察と， 52 の発達状態とから

みて，この粘板岩は，頁岩質のものが変成作用によって粘板岩化したものということがで

きる。

III.2.1.2 上部日高層 (H2)

暗灰緑色の硬砂岩と，やや頁岩に近い性質をしめす粘板岩(厳密には頁岩)の互層から

なる単調な地層である。

この地層は，図幅西南端より，ユユ石狩岳の南をとおり，さらに北東にのびる大きな勇

断帯の南側にだけ，細長く分布している。それ以外の場所(この勇断帯の北側や，土居常

呂川上流地域)には，すべて下部日高層が分布している。

この地層の走司は，ほぼ南北をしめし，傾斜は，ほとんど垂直である。また，一般に圧

砕をうけており，いたるところに N400~600E をしめす圧砕帯が発達している。

なおこの地層は，南部日高山脈の神威岳地域の層序と対比すると，上部日高層の“そえ
ぐ4)

まつ沢層"に相当するものとみられる。

III.2.2 変成岩類

図幅地域には，ホノレシブェノレスをのぞいて，変成岩といえるほどのものはほとんどない。

それ以外には，わずかに，局部的に形成された千板岩があげられるにすぎない。音更山の

頂上には，黒雲母角閃石石英閃緑岩がみられ，その周囲には，ホノレシブェノレスが発達して

いる。またユニ石狩岳には，角閃石石英閃緑岩がみられるが，この岩体の周囲にはホノレン

ブェノレスはみられず，かわりに，千板岩が形成されている。
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そのほか，日高届群中に幅広く発達する勇断帯には，圧砕lこともなって，正化や緑泥石

化などが行なわれている。

III.2.2.1 ホルンフェルス (Ho)

音更山と図幅南端にあたる 1 ，882 m 峰の 2 カ所に，黒雲母角閃石石見閃結岩が発這して

いる。この岩体の周囲の粘仮岩は，熱変成によってホノレンブェノシスになっている。

この地域に発達するホルンブェノンスは，一般に，やや褐色を帯びたていどの粘伐岩であ

る。また，その J部には，氏白色の ιl: 質な縞目が， 53 開面に平行して発達しており，ホノレ

ンブェノレスとしては低変成度のものである。 r;·~r:~j~ 岩休と接触する部分の幅 l200m ていどの

範囲は，褐色で堅田な，普通のホノシシブェノンスとなっているつまた，ユニ石狩川の支流秋

葉沢の流域には，褐色~灰褐色をした，変成!立の高いホノシンブェノンスが発達している。地

質図の上からも，この流域地域は，ノシーブ・プンダント (Roof Pendant) 地域をなすもの

とみられる。

このホノレユノブェ jレスを顕微鏡下で観察すると， j欠のようである o

H質な縞目のあるホルンブェノシス

粘板岩にふくまれている堆積当初からの鉱物片(石英や斜長石)の間を埋めて，細

粒の石英と緑泥石が多量に形成されている。

石英はモザイック状になっており，そのなかに，多畳の粉末状物質を包み込んでい

る c 緑泥石は，やや褐色をしめし，弱い多色性がある。この緑泥石は黒雲母に近い性

第 6 図 ノレーフ・ベンダント地域のホノレンフェルス

Bi: 黒雲母 Qz: 石英
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質のものとみられる。なお，珪質な縞目の部分は，このモザイック状石英がとくに多

く濃集した部分である。

閃緑岩体に接する附近のホノジシブェノレス

ホルンフェルスは，石英と黒雲母(十斜長石)がモザイク状に組合った構造をしめ

している。また，完全に再結晶が行なわれ，原岩(粘板岩)の構造はまったく残され

ていない。斜長石は，なかでも粗粒な石英がみられる部分に，少量ふくまれているだ

けである。しかしその大部分は，絹雲母にかわっている。

ノレーブ・ペンダシト地域のホノレシブェノレス(第 6 図)

やや粒度の粗い 0.2~0.3mm ていどの石英十黒雲母+白雲母の結晶が，グラノプラ

ステック構造をしめしている。一部には，石英十白雲母だけの鉱物組合せをしめす部

分がある。

なお，黒雲母は x= 無色， z=紅褐色の強い多色性をしめしている。そのほか，緑

簾石・曹長石・磁鉄鉱・ヂルコンなどがふくまれている。

III.2.2.2 その他

ユニ石狩岳を構成している角閃石石英閃緑岩体の周囲には，ホノレシブェノレスのかわり

に，千 j長岩が形成されている。乙の千板岩は，片理がよく発達し，片理にそってはげやす

く，むしろ片岩に近い性質のものである。

顕微鏡下で観察すれば，次のようである。

粘板岩はいちじるしく圧砕されており，ほとんど原構造が失われるほど，緑泥石化

している。ほかに，絹雲母と鉄鉱物がふくまれている。

また，日高層群のなかには N100E ，または， N50o~60oE の走向をもっ，幅広い男断帯

が数カ所に発達している。

この勇断帯では，母岩が圧砕されているだけでなく，石英と緑泥岩が多量に形成され，

珪化作用が強く行われている。このほかに，少量の曹長石と硫化鉱物や炭酸塩鉱物がとも

なわれている。

II I. 3 注入岩類

図幅地域内にみられ近入岩には，輝緑岩と閃緑岩類がある。

輝緑岩の近入した時期は，白豆紀の前期頃と推定されているが，確かなことは判ってい

ない，また，この地域に分布する閃緑岩類は， 日高山脈にそって分布しているトーナノレ岩

質の花奇岩や，北海道北部の下川や乙忠部地域に発達する花関岩とは，岩質がまったく異

るものである。近入時期も，それらよりは遅れ，第三紀のものと推定される。

III.3.1 輝緑岩 (Di)
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輝緑岩は，岩質のうえから，いわゆる輝禄岩と非顕品質輝緑岩との 2 種類に分けられる。

乙れらは道入の時期も相違している。いわゆる輝緑岩の近入が，まえにものべたように，

白望紀の前期と想定されているのに反して，非顕品質輝禄岩の近入はかなり遅れ，白望紀

末，または第三紀?と考えられる。

III.3.1.1 いわゆる輝緑岩

図幅内では，音夏山と石狩岳を結ぶ稜線上にみられる。また，図幅からわずかにはず、れ

るが，石狩川の上流にも分布している。どちらも幅 100m 以上の岩体である。この輝緑岩

の道入方向は，ほぼ南北をしめしている。これは濃緑色織密な岩質のもので，顕微鏡下で

観察すれば，次のようである。

斜長石と輝石がオフィテック構造をしめしている。斜長石は1.0mm土で，成分は
/¥

An60 土である。輝石は， CZ45~48 ， 2Vz50 の透輝石質のものである。このほかチ

タン鉄鉱・チタン石・緑泥石・燐灰石などがふくまれている。

また稜線上に分布している輝禄岩は，岩体の周辺部がホノレンブェノレス化しており，陽起

石質の角閃石が形成されている。

III.3.1.2 非顕晶質輝緑岩(第 7 図)

おもに音更山やユニ石狩岳の周辺地域に，分布している。この輝緑岩の分布は，上記し

た地域の前断帯内に限られており，周囲の粘!長岩とともに，よく変質されている c したが

って野外では，緑泥石化した粘仮岩と区別することが困難である。また，例外なく磁硫鉄

第 7 図非顕品質輝禄岩

PI: 斜長石
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鉱の鉱染がみとめられる。

顕微鏡下で観察すれば，次のようである。

斑晶は斜長石だけである。石基は，針状の斜長石がインターサータル構造をしめし

ている。斑晶の斜長石は，大部分が緑泥石化されている。石基には，斜長石のほかに

緑泥石と炭酸塩鉱物が多量にふくまれている。また，磁硫鉄鉱・石英・青緑色角閃石

の細脈がみられる。

111.3.2 閃緑岩類

ユニ石狩岳や音更山を中心として，閃緑岩類が発達している。まえにのべたように，北

海道中央部を南ーから北にわたって，点在して，花闘岩類が分布し了ている。そのなかでも，

この地域の石狩岳から図幅の北にある上支湧別岳をふくむ北海道中央地域の閃緑岩類は，

岩質の上でも地質構造の上も，他の地域にはみられない特徴をもっている。

この特徴は，次のように要約される。岩質の上では，他の地域のものが花関岩であるの

に，この地域のものは閃緑岩である。そのうえ，全般に日岩状の性質をもっている。また，

閃緑岩の近入帯は，ほぼ東北方向にのびている。

この地域の閃緑岩は岩質の上から，次の 3 つの型にわけられる。

1 角閃石石英閃緑岩

2 黒雲母角閃石右英閃緑岩
申

3 花嵐斑岩

III.3.2.1 角閃石石英閃緑岩 (Dh) (第 8 図)

角閃石石英閃緑岩は，ユニ石狩岳を中心!こして分布している。長径ほぼ 6km ，短径 4

km の， N200E の方向にのびるレシズ状岩体で，その周辺には，粘板岩や輝緑岩から変成

した片岩質の千板岩が形成されている。

乙の閃緑岩はやや粗粒で， 2~4mm の角閃石と，肉眼では不透明にみえる斜長石から構

成されている。岩体内には各所に圧砕された部分が発達し， ミローナイト状になってる個

所が多い。また，輝緑岩を捕獲していることが多い。乙の捕獲岩は，その周辺が花商岩化

作用をうけており，有色鉱物の多い閃緑岩状の岩相にかわっている。また，この閃緑岩に

は，細かい節理が発達しているので， 10 立方 em ていどの小さなプロザクに割れやすい。

顕微鏡下で観察すると，次のようである。

おもに斜長石と角閃石とから構成されている。結晶は半白形で，割目が発達し，緑

iJ~ 石化をうけているものが多い。各結晶の周りには，破砕された構造が発達 L，そこ

本 正確には，石英閃緑斑岩と命名されるような岩質のものである。
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第 8 図角閃石石英閃緑岩

Ho: 角閃石 PI: 斜長石

に，モザイック状の石英が多量に形成されていることが多い。

斜長石は An55-65 で，双品しないものが割合に多し、。また割目にそって，石英に

よって交代され，あるいは，結晶の周辺を石英が薄く包んでいたりする。斜長石の結
f¥

品の周辺部には，文象構造が発達することもある。角閃石はじ Z 15, X，--=:Y= 帯緑色，

z=淡緑色の多色性をもっ普通角閃石である。 また，緑泥石にかわるものが多い。石

英はまえにのベたように，斜長石や角閃石の結晶の周りをそザイヅク状に埋めている c

その他，部分的に斜長石などの破片を包み込んで， 2-3mm の大きさに成長している

ものヵ;ある。

このほか燐灰石・緑簾石・緑泥石・磁鉄鉱・ヂノレコン・輝石がふくまれている。輝
/¥

石はひじように少なく， CZ45, 2Vz55 の普通輝石である。また緑泥石にかわるもの

が多い J

III.3.2.2 黒雲母角閃石石英閃緑岩 (Db) (第 9 図)

音東山と 1，882 m 峰の 2 カ所を中心として，黒雲母・角肉石・石英閃緑岩が発達してい

る。音更山を構成している岩体は，幅 2km ほどで南北に長くのびている。 1，882 m 峰の

岩体は，音更山を構成するものよりも規模は小さいが，同じように南北にのび，そののび

の延長には，小さな花商岩が点々と続いている。

一般に，この閃緑岩には規則正しい節理が発達しているので， 1 立方 m ほどのやや大き

なプロザクに害 IJ れやすい。

有色鉱物は，黒雲母と角閃石であるが，角閃石石英閃緑岩に比較して，有色鉱物が少な
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く，石英と斜長石が多い。岩体の周縁部では，斜長石や石英が珪状lこ成長している。音更

山の閃緑岩には，角閃石斑構岩が包かされている。 1，882 m 峰の岩体の北ののびにあたる

閃緑岩の小岩脈は，斜長石や石英が斑状をなじ，斑岩に近い岩相をしている。また，これ

には角閃石がなく，少量のカリ長石が加わり，花関岩に近い岩質のものである。

また音更山の岩体中には，幅 I-Scm の，やや粗粒で石英の多いペグマタイト質の脈が

みられる。

顕微鏡下で観察すると，次のようである。

黒雲母角閃石石英閃緑岩

第 9 図黒雲母・角閃石・石英閃緑岩

Ho: 角閃石 Bi: 黒雲母 Pi: 斜長石 Qz: 石英

1-2mm，白形~半白形の斜長石・石英・角閃石・黒雲母・(輝石)から構成されて

いる。角閃石と黒雲母の量比は，場所によってかなりの差があり，ほとんど，角閃石

からだけの部分もみられる。

一般に，斜長石は大きく成長し，斑状構造をとることが多し、。また，黒雲母は角閃

石の黒雲母化によって形成されている。

斜長石には割れ目が発達し，緑泥石化の進んだ大型の斜長石 (An 55) と，長柱状で

自形をとる小型の斜長石 (An50) とがある。 石英は，ほかの鉱物の聞を埋めて成長

している。角閃石は CZ 14, 2Vx79, X'=CY=淡黄緑色， z=黄緑色の弱し、多色性をも

っ普通角閃石である。また，角閃石は，直接黒雲母化するもののほかに，ゅうれん石

と炭酸塩鉱物とにかわるものがある。 黒雲母は X= 淡褐色， z=褐色の多色性をしめ

している。まれに紫蘇石がみられるが，角閃石化するもののほかに，直接黒雲母にか
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わるものがある。そのほか，ヂルコン・燐灰石・鉄鉱物がふくまれている。

石狩川上流の花筒岩脈

石英と少量の An 成分の低い斜長石・カリ長石が加わった細粒の石基のなかに，斑

晶として斜長石と石英がみられる。また，斑晶の斜長石は，結晶の周辺が An 成分の

低い斜長石に置きかえられているつ

音更山のぺグマタイト質脈(第 10 図)

2.5-3mm ていどの石英・斜長石・黒雲母・カリ長石からできている。斜長石 (An

22) は文象構造をとるものが多い。黒雲母は x= 帯黄褐色， z=淡黄褐色の~~\，、多色

性をしめしている。カリ長石は，大部分が在長石であるが，パース石もみられる。そ

のほか緑簾石やヂノレコンがふくまれている。

第 10 図 音更山のベグマタイト質脈

Bi: 黒雲母 Kf: カリ長石 Qz: 石英

1II.3.2.3 花筒斑岩 (Gp)

音更川の支流 21 の沢の中流を， N50o-60oE の大きな勇断帯が走り，下部日高層と上

部日高層との境をなしている。この勇断帯にそって，幅 5-10m ていどの花闘斑岩の岩脈

が分布している。

顕微鏡下で観察すれば，次のようである。

斜長石・角閃石・石英を斑品としている。石英は量が少なし、。斜長石は1.5-2mm

の白形をとる。角閃石は x= 淡緑褐色， z=緑褐色の強い多色性をしめし，緑泥石や

炭酸塩鉱物にかわるものが多 L、。石英は石基を包み込んで生長し， 1-2mm ほどの白

形結晶になっている。
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石基は，石英， An 成分の低い斜長石，緑泥石，カリ長石からなるが，大部分は石英で

ある。これら石基の鉱物は，ほとんど結晶形をとらず，モザイック状に組合っている。

これらの閃緑岩類は，それぞれ，特徴のある近入形態と岩質とをしめしている。そして，

その近入の状態や鉱物相互の関係から，次のことを推定することができる。角閃石石英閃

緑岩と黒雲母角閃石石英閃緑岩の問では，その道入の時期がわずかに異なり，角閃石石英

閃緑岩がより早期に，構造運動の最盛期に近入したとみられる。黒雲母角閃石石英閃緑岩

はより遅れ，構造運動の末期に近入したものと考えられる。また，花閣斑岩は角閃石石英

閃緑岩の周辺相と考えられる。

III.4 新第三系

この図幅地域に発達する新第三系は，主として三国山を中心とする稜線地域のほか，図

幅の北西隅および南東隅の地域に分布している。火山岩と火山砕屑岩が主体であって，堆

積岩としては，乙の地域における新第三系の最下部をしめす上支湧別層をのぞいては，わ

ずかに中川層がみられるていどである。

火山岩および火山砕屑岩として主要なものは，石英安山岩質熔結凝灰岩・緑色凝灰岩・

プロピライトなど，中新世の東高地層を構成する岩類である。そのほかには，あるいは第

四紀更新世のものかともみられるが，いちおう鮮新世と考えられる石北峠熔結凝灰岩，ユ

ニ石狩熔岩・集塊岩，ピリベヅ岳熔岩，土居常呂熔岩などがみられる。この地域の新第三

系として特筆されることは，熔結凝灰岩の活動が，中新世の初期と鮮新世の初期と， 2 つ

の時期に行われていることであろう。

III.4.1 上支湧別層 (Ke)

乙の地層は，おもに陳岩から構成されている。図幅北部のノレベシナイ沢中流および石北

峠附近に分布している。模式地は，この図幅の北に接する上支湧別図幅内で，そこでは，

広い分布をみせている。なお，上支湧別図幅の範囲内で，疎岩層の問にはさまれた泥岩の

薄層から， 2\( rica (Camptaniα) naumanni (NATHORST) , Salix.sp. の植物化石が発見

されたので，新第三紀中新世の地層と決定された。

この地層は，基盤の日高層群を，直接不整合におおって分布する。その拡がりは，沢筋

では範囲がせまいが，稜線近くになるほど，広がってゆく。また，基盤とは，かなり凹凸

のはげしい面で接している。

うえにのべたように，おもに陳岩からなり，それに，泥岩の薄層を，わずかはさむてい

どのものであるが，礁岩の疎種は，大部分が粘板岩である。そのほかには，輝緑岩・石灰
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岩・花園岩などの礁が，少量みられる。礁の大きさは，場所によってかなり異なるが，一

般に 1~5cm 大で，淘汰の悪い円礁である ο

この地層の走向は，ほぼ南北をしめし，傾斜は 5~20° の範囲でゆるく，東または西に傾

いている。しかし断層附近では，いちじるしく乱れ，急傾斜になっていたり，日高層群の

なかに，はさみ込まれたりしている。したがって，上支湧別居の堆積後に，大きな地塊運

劃のあったことが推察される。

III.4.2 東高地層

この地層は，三国山を中心とする中央稜梁附近に，石狩・北見・十勝の 3 国にまたがる

尾根を形成して発達するほか，図幅南東隅の地域に，かなりの拡がりをもって分布する。

また，石北峠の北方にも，わずかにみとめられる。緑色凝灰岩・プロピライト・石英安山

岩質熔結凝灰岩からなり，その岩質から，道南地方の訓縫統に対比されるものとみて，差

支えない。

岩質と層位関係により，下位から，上幌加熔結凝灰岩，奥三股緑色凝灰岩層，三国山プ

ロピライト熔岩にわけられる。

III.4.2.1 上幌加熔結凝灰岩 eHg 1) 石英安山岩質熔結凝灰岩(第 11~12 図)

この熔結凝灰岩は，図幅地域の東南隅にある 14 ノ沢の中流から上流流域， 5 ノ沢の右投

上流流域，ヌカナン川上流流域，ピリベツ川上流流域などに分布している。このほか，土

居常日川上流地域，三国山の東方約 3km に当る標高 1，390.3 m の三角点附近に源を発し

ている 7 ノ沢の上流， 6 ノ沢左股上流にも発達している。

14 ノ沢では N400W .60oSW, N50oW.14°NE ，ピリベツ川上流では N75°W .38ーNE

の走向・傾斜をしめしている。

乙の熔結凝灰岩は，図幅地域の東南隅では日高層群を不整合におおい，プロピライト熔

岩におおわれている。さらにこれらは，あとからのべるピリベヅ岳熔岩で不整合におおわ

れている。また， 7 ノ沢の上流や土居常呂川の上流では，下位の地層との関係は，直接し

ているところがないので不明であるが，奥三股緑色凝灰岩層で整合におおわれている。

岩質は，おもに熔結凝灰岩(第 11 図)から構成されているが， 17 ノ沢の左股上流の沢

でみられるように，石英安山岩の熔岩流(第 12 図)が{半われている。

熔結凝灰岩は，帯緑暗灰色を呈し，無層理塊状で，外観は角牒凝灰岩のようにみえる。

また，石英安山岩の熔岩流は，帯赤氏褐色を呈し，空洞に富んでいるほか，流理構造が発

達している。

顕微鏡下で観察すれば，次のようである。
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熔結凝灰岩

ガラスを主体とl"斜長石・石英の破片，および捕獲岩片をふくんでいる。

ガラスの部分は，細いガラスの集合体で，そのほとんどのものは，脱破現化作用を

第 11 図 上幌加熔結凝灰岩(石英安山岩質熔結凝灰岩)

PI: 斜長石 Qz: 石英 Xe: 捕獲岩片

第 12 図 上幌加熔結凝炭岩中の石英安山岩

PI: 斜長石 Qz: 石英 GI: ガラス
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うけて，緑泥石・石英・曹長石などの微片が生成されている。この変質作用は，網状

に拡っている条線にそって，とくにいちじるしいc

斜長石は，努聞にそって，曹長石化されているほか，緑泥石にかわっているところ

もみられる。

石英は，不規則な破砕形をとり，散在している。

摘獲岩片は，粘板岩や砂岩がもっとも多く，このほか斑れい岩質岩などもみられる。

石英安山岩

斑晶は，石英〉斜長石である。石英は融蝕形を呈している。斜長石は白形または半

白形を呈し，双晶および累帯構造が発達している。石基は，淡褐色のジンアイ状のガ

ラスからなれ流理構造がし、ちじるしい。なお，曹長石化作用をうけて，一部は曹長

石のそザイック状集合体で置換されている。さらに空洞が発達しており，空洞の周辺

には鱗珪石が品出している。

III.4.2.2 奥三股緑色凝灰岩層 (Hg2)

この地層は，図幅地域の中央部よりやや東寄りにある三国山を中心として，ここから標

高 1，397 m の三角点に連なる尾根，および標高 1 ，302 m の三角点をへて，石北峠に連なる

尾根にそって発達している。 なお，土居常呂川の上流，同支流ハイ松沢の北部の尾根， 7

号ノ沢中流， 6 号ノ沢上流および，標高 1，481 m の三角点の北西部にも露出してp る。

土居常日川上流地域， 7 号ノ沢の上流および 6 号ノ沢上流では，まえにのべた上幌加熔

結凝灰岩を，三国山から石北I~~~に連なる尾根では日高層群または，上支湧別層をおおって

いる。前者では直接しているところが確認されてはいないが，岩質からみて整合関係にあ

るものと考えられる。後者では，不整合関係にある。さらにこの凝灰岩層の上位には，三

国山プロピライト熔岩がのっている。

灰緑色を呈する石英粗面岩質の角磯凝灰岩を主体とし，ところによっては，緑色凝灰岩

や凝灰質頁岩の薄層をはさんでいる。

角棟凝灰岩は，塊状の無届理のものである。野外では，まえにのべた上幌加熔結凝灰岩

と，外観がひじようによく似ている。角棟は，黒色粘板岩や硬砂岩がもっとも多く，この

ほか，変質した石英粗面岩およびプロピライトょう岩片がふくまれている。これらの角礁

の問を，粗粒な灰緑色の凝灰岩がうめている。

緑色凝灰岩は，灰緑色を呈する，相粒から中粒の石英粗面岩質砂質凝灰岩で，厚さは 2

---3m ていどの薄い挟みである。

凝灰質頁岩は，帯紙灰白色の凝灰質の頁岩で，緑色凝灰岩と同じようにひじように薄い

扶みで，地層として追跡できるようなものではない。

顕微鏡下で観察すれば，次のようである。
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角疎凝灰岩

角礁をうめている充填物は石英組面岩質凝灰岩で，ガラスを主とし石英・斜長石の

破砕片がふくまれている。ガラスは脱破璃作用をうけ， 2 次的に緑泥石や曹長石にか

わり，石英が生成されている。石英は，破片の形態、をとっている。斜長石は，曹長石

化作用をうけ，曹長石にかわっているほか，努聞にそって淡緑褐色の緑泥石にかわっ

ている。

III.4.2.3 三国山プロピライト熔岩 (Hg3)

無加川の上流流域，および三国山から三角点標高 1，482 m を連ねる西南にのびた尾根と，

その東南斜面に，最も広く分布している。このほか，音更川の上流および同支流 14 ノ沢の

中流と，その南部の山地，石北I峠の北部山地，ノレベシナイ川上流の北部山地などに，それ

ぞれ発達している。

三国山を中心とする地域では，まえにのべた奥三股緑色凝灰岩層の上位に整合関係での

っているほか，標高 1，482m 山の西南斜面では日高層群を不整合関係で直接おおっている。

音更川の支流 14 ノ沢では，上幌加熔結凝灰岩の上位に発達しているが，直接の関係は，観

察できるところがないので不明である。また，石北峠の北部山地では，上支湧別層の上位

にのり，直接の関係は不明であるが，おそらく不整合関係にあるようである。

岩質は，プロピライト化作用をいちじるしくうけて，暗緑色から灰緑色を呈し，熔岩か

ら集塊岩状の外観をしめすものまであり，その変化はいちじるしい。乙のほか，かぎられ

であるが，珪化作用もうけている。

顕微鏡で観察すれば，次のようである。

原岩の構造は，構成鉱物がいちじるしく分解され，多量の変質鉱物が生成されてい

るため，不明瞭になっている。斜長石は，まったく曹長石のモザイック集合にかわっ

ているもの，炭酸塩鉱物や緑泥石で交代されているものなど，いろいろの変質状態を

しめしていて，その形態は，まったく失われている。

斑晶有色鉱物も，斜長石と同じように，緑泥石化作用や炭酸塩化作用をうけ，緑泥

石や炭酸塩鉱物にかわっている。とくに緑泥石化作用がいちじるしい。

石基は，斜長石の曹長石化や緑泥石化がすすみ，一部では，禄泥石と曹長石のモザ

イック状の集合体となっている。このほか炭酸塩鉱物が粒聞にできて，いちじるしく

汚濁している。分解にともなったジンアイ状の不透明鉱物が，一面に散在している。

III.4.3 脈岩類

乙の地域には，多くの脈岩類がみとめられる。地質的にみると，これらの脈岩は，新第

三紀火山岩類の発達している地域や，その周辺部に多く，その種類には，次のようなもの

がある。
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1 フ。ロピライト

2 角閃石扮岩

3 石英粗面岩

4 紫蘇輝石普通輝石安山岩

III.4.3.1 プロピライト岩脈 (Pr)

この岩脈は，地域の東部，土居常呂川の支流泊ノ沢と， ト勝三股の 3 ノ沢の上流とに，

それぞれ露出している。いずれも日高層群を貫ぬいている。これらの岩脈は，泊ノ沢では

N100E または N800W ， 3 ノ沢の上流では， N-S の走却をしめしている。幅は，前者の

沢では 2~3m ていど，後者の沢では 5m 以上である。

淡灰緑色から暗緑色の轍密な岩石で，プロピライト化作用をいちじるしくうけている。

顕微鏡下で観察すれば，次のようである。

原岩の構造はほとんどのこしていない。

斑晶斜長石は，曹長石化作用，緑泥石化作用，炭酸塩化作用をうけ，曹長石・緑泥

石・炭酸塩鉱物の集合体に置き換えられている。とくに炭酸塩化作用がし、ちじるし

い。このほか，絹雲母・緑簾石などが，少量できている。輝石類は，完全に緑泥石や

方解石にかわっている。

石基は，斑晶鉱物と同じように変質作用をいちじるしくうけている。とくに緑泥石

化作用と曹長石化作用が目立っている。曹長石化作用は，点紋状にすすんでいて，曹

長石がモザイック状の集合体を形成している。しかも，その中心部には不規則な形態

をとる磁鉄鉱が存在している。点紋状に発達している曹長石の集合体の聞を，緑泥石

がうめている。この部分には，ジンアイ状の磁鉄鉱が一面に散在している。

I1I.4.3.2 角関石扮岩岩脈 (Ph) (第 13 図)

この岩脈は，三股 3 ノ沢の上流で，その支流の右股川に露出している。日高層群を貫ぬ

いているほか，ほかの地層との関係は，観察できるところがないので，不明である。ここ

では N700W の走高をしめしている。

暗灰色を呈する徹密な岩石で，角閃石の斑品が，肉眼でみとめられる。

顕微鏡下で観察すれば，次のようである。

斑晶: 斜長石〉角閃石〉普通輝石

斜長石は，半白形または他形を呈するものがほとんどで， 白形のものはごく少量で

ある。双晶や累帯構造が発達している。

角閃石は，半白形または他形を呈し，多色性がつよい。普通輝石は，他形を呈し，

少量である。

石基は，細い長柱状の斜長石と，ガラスからできている。ガラスの部分は，緑泥石
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化作用をうけて，細かい緑泥石で交代されている。

第 13 図角閃石埼岩

PI: 斜長石 Pa: 普通輝石 Ho: 角閃石

III.4.3.3 石英粗面岩岩脈 (Li)

この岩脈は，地域の東部で，音更川の支流中ノ川の上流と，土居常呂川の支流滝ノ沢と

に露出している。そのほか，三国山の西方に当る三国沢(石狩川の支流)上流にもみられ

る。いずれも，日高層群を貫ぬいているほかは，他の地層との関係が不明である。

灰白色の撤密な岩石で，石英の斑品が肉眼でみとめられる。

顕微鏡下で観察すれば，次のようである。

原岩の組織は，ほとんど残っていなし、。石英は，融蝕形を呈し， 2 次的に緑泥石や

絹雲母などにかわっている。斜長石は，曹長石化のほか， 2 次的石英のモザイック状

集合体で置換されている。有色鉱物は，まったく変質して，緑泥石で置換されている

ほか，炭酸塩鉱物にもかわっている。

石基は，微細な曹長石・石英・緑泥石・方解石および粘土鉱物の集合体から構成さ

れ，鉄鉱の微粒が一面に散在している。

III.4.3.4 紫蘇輝石普通輝石安山岩岩脈 (An)

乙の岩脈は，三国山の北東部で，無加川の上流，士居常呂川の支流泊ノ沢および十股三

股 14 ノ沢の上流に露出している。無加川上流では N5°E および N45°E ，泊ノ沢では N30°

W， 14 ノ沢では N600W の走向をそれぞれとっている。

前 2者は，暗灰色を呈する粗しような岩石で，斜長石の斑晶が，明瞭にみとめられる。
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また，後者は，灰色を呈し多孔質で，玄武岩のような外観をしめしている。

無加川上流および泊ノ沢の岩石を，顕微鏡で観察すれば，次のようである。

斑品: 斜長-石>普通輝石〉紫蘇輝石

斜長石は，自形または半白形を呈し，輝石や磁鉄鉱粒をふくんでいる。普通輝石お

よび紫蘇輝石とも，柱状または他形を呈するものが多い。紫蘇輝石は，ほとんど多色

性をしめさない。

石基は，淡褐色のジンアイ状のガラスを主とし，スブエルテック構造をとっている。

この中に，微品が散在している。

また， 14 ノ沢の岩石を，顕微鏡下で観察すれば，次のようである。

斑晶: 斜長石〉普通輝石〉紫蘇輝石

斜長石は，自形または半白形を呈 G，包か物が多 L、。包か物は，ほとんど，炭酸塩

鉱物や緑泥石にかわっている。普通輝石は，淡緑色または淡黄緑色の大きな白形結晶

である ο 紫蘇輝石は自形または半日形を呈し，多色性をほとんどしめさない。

石基は，細かい柱状の斜長石と，ガラスからできており，インターサータル組織を

しめしている。ガラスの部分は炭酸塩鉱物や緑泥石で置換されている。わずかに流理

構造をしめしている ο

III.4.4 中ノ川層 (Nc)

この地層は，図幅地域の東部に，音更川の支流の中ノ川上流と，土居常呂川の支流ハイ

マツ沢とにはさまれた山地に発達している。ハイマツ沢よりでは N500E ・lO OSE ，尾根附

近では N5
D

E ・ 20 つW の走向・傾斜をそれぞれしめしており，ほぼ N40
Q

E 前後の走向の向

斜軸をもっ，半舟底型構造をとっている。

この地層は，日高層群はいうまでもなく，奥三股緑色凝灰岩層，三国山プロピライト熔

岩を不整合関係でおおい，あとからのべる三国層で不整合におおわれている。

地層の構成員は，疎岩が主体で，上部になると，角礁凝灰岩・砂岩・泥岩などの薄層を

はさんでくる。

暗灰緑色を呈し，軟質である。礁は 5cm 以下のもので，その種類は，黒色粘板岩・硬

砂岩・石英粗面岩・緑色凝灰岩およびプロピライトなどである。

III.4.5 石北峠結凝灰岩 (Skw) (石英粗面岩質熔結凝灰岩)

石狩国と北見国とを境する稜線とに，幅せまく分布している。

この熔結凝灰岩とほかの地層との関係は，まったく不明であるが，地形の上から，新第

三紀鮮新世のものと推定する。その日貫出源は，まったく不明である。

石英の斑品が特徴的で，触宮、なネパタ岩状の岩質をしめしている。

顕微鏡下で観察すると，次のようである。
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石英・斜長石・輝石を斑晶としている。これらの結晶は他形をしめすが，部分的に

石基のガラスに置き換えられている。輝石の大部分は紫蘇輝石である。

石基には，球頼構造や流状構造が発達している。また，多量の緑泥石が形成されて

いる。

III.4.6 ユニ石狩熔岩 (Ulg) (紫蘇輝石普通輝石安山岩)および集塊岩 (Ulg)

この熔岩は，ユユ石狩川から三角点沢にかけて広く分布するほか，稜線を越えて，ユユ

石狩岳の南東麓にもみられる。淡灰桃色ないし桃青色を呈する紫蘇輝石・普通輝石安山岩

で，板状節理が発達する。その下部は集塊岩にかわる。集塊岩は，熔岩と同質の紫蘇輝石・

普通輝石安山岩の角礁を，同源の凝灰質物で穆結したものである。三角点沢の中流部に，

その露出がみられる。

ユニ石狩熔岩を顕微鏡下で、観察すれば，次のようである。

斑晶: 斜長石〉普通輝石〉紫蘇輝石

斜長石は，一般に 0.3-1 mm の短柱状自形結晶であるが，その中に 1-3mm にお

よぶ大型の結晶がふくまれている。この大型結晶には，割目が発達し，.それにそって

緑泥石化したり，周辺が，石基に置き換えられていることが多い。斜長石と輝石とが，

緊斑状 (Glomeroporphylitic)になっていることが多い。

石基: ハイアロピリティク組織をとり，斜長石・単斜輝石・斜方輝石・クリスト

パル石・磁鉄鉱などから構成されている。

IIl.4.7 ピリベツ岳熔岩 (PIa) (普通輝石紫蘇輝石安山岩) (第 14-15 図)

この熔岩は，図幅地域の東南隅にあるピリベヅ岳(標高 1，602 m) と西クマネシリ岳(標

高 1，638 m) の山地を構成している。 中新世に属する上幌加熔結凝灰岩を不整合におおっ

ているほかは，他の地層との関係は不明である。

乙の熔岩の下部(第 14 図)は，暗灰色を呈し，斜長石斑晶の少ない均質椴密な，玄武岩

のような外観をもっている。しかし上部(第 15 図)は，暗灰青色を呈する粗緊な岩石で，

斜長石の班品が多く，流理構造が発達している。

熔岩の下部を顕微鏡で観察すれば，次のようである。

斑晶: 斜長石〉紫蘇輝石 h普通輝石

斑晶は，全体にひじように少なし、。斜長石は，自形または半白形を呈 L，双晶や累

帯構造が発達している。普通輝石は粒状のものである σ 紫蘇輝石は半自形の小さな結

晶で，ほとんど多色性をしめさな L 、。

石基は，短柱状の斜長石とガラスからなり，インターサータル組織を呈している。

一部変質して，ガラスは緑泥石ょうの鉱物に置き換えられている。そのほか，小さな

自形を呈する磁鉄鉱が，わずかに散在している。
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第 14 図 ピリベツ岳熔岩下部(紫蘇輝石普通輝石安山岩〉

PI: 斜長石 Pa: 普通輝石 Ph: 紫蘇輝石 GI: ガラス

また，熔岩の上部を顕微鏡で観察すれば，次のようである。

斑晶: 斜長石〉紫蘇輝石〉普通輝石

斜長石は，柱状の自形を呈 L，割目が発達している。紫蘇輝石は，柱状の白形結晶

のものが多く，わずかに多色性をしめしている。普通輝石は，粒状で，淡黄色を呈し

第 15 図 ピリベツ岳熔岩上部(紫蘇輝石普通輝石安山岩)

PI: 斜長石 Pa· 普通輝石 Gl: ガラス
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ている。紫蘇輝石にくらべてひじように少量である。

石基は，長柱状の斜長石と，ガラスからできており，普通輝石の細粒を少量ふくん

でいる。インターサータノレ組織を呈し，流理構造が発達している。

111.4.8 士居常呂熔岩 (81a) (紫蘇輝石安山岩) (第 16 図)

この熔岩は，図幅の北東部地域にあたる無加川上流から土居常呂川上流にかけて分布し

ている。緑色凝灰岩を直接おおい，無加熔結凝灰岩におおわれている。

黒色の織密・堅硬なガラス質の安山岩で，岩相の変化に之しい。斑品はひじように少な

く，斜長石がわずかにあるていどである。

一般に，この安山岩には規則正しい板状節理や柱状節理が発達している。部分的には，

柱状節理の一部に，扇状に開いた節理がみられる。また，この扇状に拡がった柱状節理 lこ

ともなって，枕状熔岩にょくにた節理をしめす部分がみられることがある。この熔岩の出

所は不明であるが，産状からみて，分布地域内に脈岩として近入し，その上部で地表に流

出したもののように推定される。

顕微鏡下で観察すれば，次のようである。

斑品が少なし石基には，いちじるしい流理構造が発達している。

斑品は， O.3-0.5mm 大ていどの紫蘇輝石と斜長石とからなる。

石基は，ガラスと針状の斜長石が流理構造をしめし，それに粒状の斜方輝石がふく

まれる。そのほか緑泥石・磁鉄鉱などがみられる。

第 16 図土居常呂熔岩

PI: 斜長石
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IlLS 第四系

図幅の北西隅をしめる石狩川水系の地域にみられる平坦な台地と，図幅の南東隅をしめ

る音更Jfl水系の地域にみられる緩傾斜の平坦地を構成する。地質系統は，第四紀の洪積層

および沖積層である。

これらは，基盤地質である日高層群のほか，新第三紀あるいは第四紀初期の岩層をおお

って発達するもので，前者は，段丘面との関係から第 1 ・第 2 ・第 3 の 3 つの堆積層にわけ

られる。西南北海道の登別，あるいは留寿都附近に発達する段丘堆積物に対比すれば，そ

れぞれ，高位・中位・低位の段丘堆積物となる。その地質時代は，洪積世の初期から末期

にわたるものとみられる。また崖錐堆積物は，音更川と中ノ川との合流点をかなめとする

扇状を呈して広い分布をしめし. I日湖盆の内に発達した扇状地堆積物である。 洪積世末期

の河岸段丘堆積物をおおい，その地質時代は，沖積世初期とみられる。

これらの段丘堆積物をのせた台地を解析して流れる，石狩川とその支流ユニ石狩川，あ

るいは，扇状地堆積物の発達する!日湖盆を深く刻んで流れる古更川とその支流中ノ川，そ

れらの河岸には，浮石層を主体とし，牒層・砂層あるいは粘土層をともなう三国層が，連

続して露出している。この地層は，第 2 段正堆積物の堆積から第 3段正堆積物の堆積に引

続くものであり，その堆積上限は，標高 960m 内外の位置で，ほぼ，低位段丘堆積物の下

限に連なる。

洪積世にふくめられる火山岩は，段丘堆積物群との関係から，新旧の 2 つにわけられる。

旧期と呼ばれるものは，シピナイ熔結凝灰岩であり，新期と呼ばれるものは，無加熔結凝

灰岩である。

沖積世にはいっては，まえにのべた扇状状堆積物が，きわめて特徴のある発達をみせる

ほか，ニぺソツ火山の噴出物が，乙の地域にも分布が延びている。各河川の現河床堆積物

は貧弱である。

III.5.1 第 1 位段丘堆積物 CT ，)

高度 1 ，200~1 ，300 m ていどの平坦面にのるもので，ユニ石狩川の上流地域が模式地であ

る。そのほか，音更川本流の源流地域や石北峠附近にも，ごくわずかに分布している。日

高層群・三国山プロピライト熔岩・ユニ石狩熔岩などを不整合におおう。

風化がひじように進み，完全に赤土となった細砂中に，拳大以下豆大ていどの礁をふく

むものである。礁はきわめて少なくなっているが，粘仮岩・ホルンブェノレス・輝緑岩など，

基盤岩類から由来するものが主体になっている。
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III.5.2 シピナイ熔結凝灰岩 (Sw) (含角閃石・紫蘇輝石安山岩質熔結凝灰岩〉

(第 17 図)

暗灰色を呈する，含角閃石・紫蘇輝石支山岩質熔結凝灰岩であるが， しばしば石英をふ

くむ。図幅内にみられる分布は，きわめて小範囲である。

三角点沢を分岐する附近から上流の，石狩川本流の河岸に，わずかな露出がみられるて

いどで，西に接する旭岳図幅内に，広く分布する。模式地は，同図幅内のνピナイ川分岐

点附近から上流の，石狩川本流河岸である。この熔結凝灰岩は，南西に接する十勝川上流

図幅内の下富良野熔結凝灰岩に栢当するものと考えられる。なお，石狩川の，この図幅内

北限から約 4km 下流に位置する大図附近から，層雲峡にかけて発達する熔結凝灰岩は，

乙れとは別の，新しいものである。

この熔結凝灰岩は，模式地附近では，三国層におおわれているが，所によっては，第β

段丘堆積物が直接のっている場合がみられる。三国層でおおわれる場合には， しばしばそ

の上部は，厚さ 10m ていどの風化部となって粗震となり，さらにその上部 5m ていどは

水の影響をうけた後，浮石層と砂層が互層する三国層に移っているのがみられる。あるい

は三国層の基底燥がみられる場合がある。

顕微鏡下で観察すれば次のようである。

斜長石，角閃石および輝石を斑晶とし，花崩斑岩・粘板岩・砂岩・安山岩などの岩

石片を捕獲している。斑晶の輝石には，紫蘇輝石が多く，一部には，角閃石化してい

第 17 図 シピナイ熔結凝灰岩

Ho: 角閃石 Pa: 普通輝石 PI: 斜長石
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るものがみられる。角閃石は， X= 帯結褐色， z= 褐緑色の，弱 L、多色性をしめす。

石基には，微細な鉱物の破砕片を多量にふくんでいる。ガラス中には，一部，軽石

状の構造が発達している。

III.5.3 三国層 (Sn) (第 18~20 図)

この地層は，図幅中央の稜線を取巻く形で，図幅の北西隅，北東隅および市東隅の 3 地

域に発達し，その分布は，石狩・十勝・北見の 3 国にまたがっている。模式地は，北西隅

地域では，石狩川本流右岸とユニ石狩川左岸であり，南東隅の地域では，三股附近の音更

J\I河岸である。

石狩川水系域では，ほぼ標高 800~960m まで，音更川水系では，ほぼ標高 600~960m

ていどの間に連続して分布し，走向はかなり乱れるか，ゆるく，下流側に傾斜しているむ

その組成と堆積状態とからみて，明らかに湖沼堆積物であり，洪積世中期の所産とみられ

る。

模式地の一つ，石狩川本流からユニ石狩川にかけての地域では，次のような堆積状態を

しめすc 日高層群のほか，上支湧別層，ユニ石狩熔岩および集塊岩などをおおい，基底操

層から砂層，さらに粘土層へと移りかわっている。

基底礁層は，場所によって若干相違するが，大体において， 2~3cm 大以下の礁を主体

とし，人頭大~拳大の礁のほか，ときには， 50em 大ていどの亜角礁を混ずることがある。

礁は，粘板岩・輝緑岩・支山岩などが主であり，その聞を埋めるものは，熔結凝灰岩の風

第 18 図 三角点沢口地点にみられる，三国層の層間摺曲
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第 19 図 18 図と同じ。三困層を不整合におおう磯層は第 3 段丘堆積物

第 20 図 ユニ石狩川中流左岸にみられる三国層。三国層を不整合にお

おう礁層は，第 3 段丘堆積物

化したと思われるもの，粘土質物，砂などであるが，一般に淘汰が不充分である。砂層は，

浮石を主体とするもので，所によってやや組成を異にするが，一般に分級作用が進み，浮

石・浮石質砂・砂・砂質粘土などが交互している。ときには，偽層の発達がいちじるしい。
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20 度以下の緩傾斜をしめすものが多く，ほとんど水平に近い場合もある。浮石や礁は，親

指~豆大以下のものであり，礁の多くは，粘版岩の破砕片である。粘土は，黄色ないし暗

青色を呈する微砂質粘土で，分級作用をうけることがいちじるしい。木片などを，はさむ

ことがある。

音更川および中ノ川流域に発達するものは，下部は黄灰色の浮石層からなり，上部は細

粒の火山灰層に移る。浮石層ば，大体において 3cm 大以下の浮石からなり，層理はほと

んどみられないが， 1m ていどの厚さで，いろいろに粒度を揃えた浮石層が互層するもの

である。また，聞に薄い砂層をはさむことがあるが，砂を構成するものは，ほとんど，日

高層群の粘板岩と砂岩である。浮石層の上にくる火山灰層は，堆積が乱れ，中に浮石をと

り込み，浅い湖底のようなところの堆積物という外観をしめしている。

III.5.4 第 2段丘堆積物 (Tβ

高度 1，1以)~1， 200m ていどの平坦面にのるものである。高位段丘堆積物に比較すれば，

やや広い分布をみせるが，第 3段丘堆積物にくらべれば，問題にならぬほどせまく，散在

している。ユニ石狩川の中流から上流にかけて比較均良好な発達をみせ，秋日沢上流が模

式地である。そのほか，音夏川本流の源流附近や石北 l峠附近にも，わずかに分布する。日

高層群・閃緑岩類・ユユ石狩熔岩・土居常呂熔岩などを不整合におおっている。

この段丘堆積物は，赤土化した砂質土壌中に，拳大以下の亜円礁をまじえるもので，礁

は，ほとんど基盤の粘仮岩であるが，閃緑岩や安山岩の礁も若干みとめられる。

III.5.5 無加熔結誕灰岩 (Mw) (石英安山岩質熔結凝灰岩) (第 21 図)

図幅北東部の無加川から，上ホロカトゴロ川の流域にかけて分布している。この熔結凝

灰岩は，標高 1，1 00 m の平坦な地形を形成している。

湖底堆積物とみられる三国層との直接の関係は不明であるが，周囲の状況により，三国

属を不整合におおうものとみられる。また，図幅よりも東部では，第 3 段丘堆積物(標高，

ほぼ 1，ωOm の段丘にのる)におおわれているもののようである。

石英と黒雲母をふくむ，灰白色， ~&X 密な岩石で，その一部には 0.5mm ていどの浮石が，

少量ふくまれていることがある。

顕微鏡下で観察すると，次のようである。

破砕，または融蝕された石英・斜長石・黒雲母を斑品としている。また，粘板岩や

輝緑岩などの岩石片をとり込んでいる。黒雲母は X= 淡緑色， z= 緑色の多色性をも

つものである。

石基は，ガラスと緑泥石とからなれ球頼構造をしめすことがある。また，ジンア

イ状物質を多量にふくんでいる。そのほか 0.05~0.1 mm の小さなボール状をして，
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第 21 図無加熔結凝灰岩

PI: 斜長石

GI: ベリテック・グラックの発達したガラス

オパーノレがふくまれる。ときに，斑品をとりまいて，ベリテック・クラッグの発達し

たガラスが形成されていることがある。

I1I.5.6 第 3 段丘堆積物 (T3)

高度 960~1，060m ていどの平坦面にのって分布するもので，石狩川流域に良好な発達を

しめし，石狩川本流からユニ石狩川の中流部にかけて，広くみとめられる。しかし，石狩

日 i水系をのぞいては発達がわるく，音更川本流の源流附近と中ノ川の左岸地域に，貧弱な

分布がみられるていどである。日高層群・ユニ石狩熔岩および集塊岩・三国層・ νピナイ

熔結凝灰岩などを不整合におおっている。

この段丘堆積物は，中位段正堆積物に比較して，円礁であり，外来疎もかなりまじえる。

通常，基底疎層をともなって下位の地層をおおう。礁には， 50em 大のものもみられるが，

人頭大~拳大のものが多い。 乙の疎層は上部へ次第に細粒化し， 3em ていど以下の礁を

主体とする淘汰の進んだな疎層にかわり，さらに上部になると，拳大以下の礁をわずかに

まじえる赤土化した細砂にかわる。疎の大半は，日高層群の粘板岩であるが，閃緑岩や安

山岩の瞭もみとめられる。

III.5.7 河岸段丘堆積物 (T 4)

現河川にそって幅せまく発達した， 3~10m の高さの平坦面に堆積するもので，とくに，

石狩川本流と音更川本流，およびその支流中ノ川の河岸に，いちじるしく発達している。

一 32 ー



砂・喋・粘土などからなっているが，河川によって，構成物に，やや相違がみられる。

III.5.8 ニペソツ火山噴出物 (Nv) (下部:紫蘇輝石普通輝石安山岩，上部:石英安山

岩)

ニぺソツ山は，との図幅の南に隣接する糠平図幅の北西部に位置し，標高 2，012.7 m の

沖積世の火山である。ユペソツ山から尾根伝いに， 2km ほど南にある丸山 (1 ，69 1. 9 m) で

は，現在なお，噴煙をあげている。

このニペソツ火山の噴出物は熔岩と集塊岩からなり，その一部が，図幅南西部にまで拡

がってきている。とのユペソツ火山噴出物は，さらに，上下の 2 つにわけられる。その下

位の噴出物は，ニぺソツ火山の基底を構成するものであって，図幅内にも広く分布してい

る。上位の噴出物は，ニペソツ火山体の主要部を形成するものであるが，との図幅中では，

標高 1，200m 以上の高所をおおって，ごくわずかしか分布していない。地質凶では，とく

に図示せず，下位のものと一括して塗色しておいた。

下位の噴出物は，駒黒色で撤密な，紫蘇輝石普通輝石安山岩である。

上位の噴出物は，灰色の石英安山岩である。との安山岩は有色鉱物として，紫蘇輝石と
/、

角閃石を含んでいる。角閃石は酸化角閃石 (oxyhornblende) (じ Z 5° , X= 淡褐緑色， z=

暗褐緑色)である。

III.5.9 扇状地堆積物および崖錐堆積物 (Ft)

音更川と中ノ川が合流する三股を要として，広大な扇状地が発達する。そ乙にのるのは，

砂喋層を主とする堆積物であるが，粘土層もみられる。礁の種類は，扇状地背後山地の構

成岩類で，所によりやや相違するが，日高層群の粘阪岩やプロピライトなどが主体である。

そのほか，音更川の源流，ユニ石狩川の源流および、中流などにも，小規模に，扇状地堆積

物，あるいは崖錐堆積物と思われるものがみられるついずれも，背後山地から供給された

岩石の亜円礁を主とする砂礁からなる。

IV 地質構造

この地域の地質構造は，基盤の構造を中心に発達してきており，新第三紀さらに，それ

以降も，基盤の影響を強くうけてきている。したがってここでは，基盤の地質構造を中心

にのべる。

北海道の中央部を，南から北に走って，北海道を東と西にわける脊梁山脈がのびている。

この脊梁山脈地帯は日高帯と呼ばれ，変成岩類や深成岩類、がてんてんと表われている。こ
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の日高帯は，中生代の初めから，第三紀にわたるアノレプ。ス造山期に，汎世界的な造山運動

の一環として形成されたものである。

この日高帯は，その変成作用や火成活動の中心部が南と北にわかれている。 南は， 140

kmにわたって続く日高山脈であり，日高弧と呼ばれている。北は，奥士別を中心とする

地域であって，奥士別弧と呼ばれている。

この図幅地域は，南の日高弧と北の奥士別弧との境目に当り，地質構造上，日高帯の他

の地域にはみられない特徴をもっている。

日高層群の走向は，南北をしめしている。しかし，乙れを切って N600E の走向をもっ

粘板岩野開 (52) が，規則正しく発達している。まえにのべたように， 52 の形成と頁岩の

粘板岩化は，結びついて行われたものとみられる。 52 の発達状態を，この地域の南西に
(九) (G)

連なる，十勝川上流の地域や，然別の地域と比較すると，次のように考えられる。十勝川

上流地域は，日高変成帯の北限に当り，そこにみられる 52 は， N300E をしめしているが，

図幅地域では， N600~700E にかわっている。努開の発達も明瞭である。また，この地域

の北 l乙連なる上支湧別や白滝地域では， 52 の発達は貧弱である。しかし， 51 は北からこの

地域に近づくほど，南北から NW に走向を変えている。そのうえ， 52 の発達帯とは，断

層で境されている。

この N600E 方向の構造は，かなり古い地質時代に形成されたとみられるもので，乙の

地域の地質構造を，決定的に支配している。

白重紀か古第三紀と推定される頃にふたたび構造運動が起り， N600E の走向をしめす勇

断帯が形成された。 この時の勇断帯の代表的なものは， 音更川支流 21 ノ沢の中流を通る

ものである。この勇断帯は，ユニ石狩岳の東方で， N200~400E の走向をとるいくつかの

小勇断帯にわかれ，全体としては，のびた S 字状の弧を形造り，この弧の中心部に，弧と

対応するように閃緑岩類がみられる。また，日高層群の分布の状態をみると，新期の岩石

におおわれていて確認はできないが，土居常呂川上流に分布する日高層群の南限には，ユ

ニ石狩岳のものと同様な性質をもっ勇断帯があると推定される。

この勇断帯の配列状態や，一つの勇断帯にみられる弧の画き方から推定すると，この勇

断帯の形成時期には，図幅の南側では，南西から北東に向う大きな力が加っていたものと

思われる。

新第三紀中新世の上支湧別層が，日高層群を，直接おおって分布しているが，この上支

湧別層内では，断層附近を除くと，地層の傾斜はひじようにゆるい。多くても，せいぜい

20° である。しかし断層は，各地に発達し，その落差も大きいとみられる。この断層の走
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向は，大部分が N600E である。このことから，上支湧別層の堆積後の構造運動は断層運

動であって，摺曲運動は行われなかったといえよう。

また，緑色凝灰岩の分布内にも，この傾向の断層が発達し，その一部には鉱化作用がみ

とめられる。

以上のべてきたように，この地域の地質構造は，まず N60°，--700E の構造が形成され，

それが各時代毎に質をかえながら発展してきたということを物語っている。

V 応用地質

V.I 概説

この地域ば，北海道の尾根に当り，いわゆる中軸本体に属するが，それに重複し-c，新

第三紀中新世のグリーシ・タブ活動が行われた地帯に相当している。したがって，その地

質構造は複雑であり，かなり有望な金属鉱床の賦存地域とみられた。事実この地域に隣接

して，北東方向にはイトムカ鉱山で代表される，雄大な規模の水銀鉱床があり，南西方向

には， トムラワシ鉱山や新得鉱山などで知られる，いわゆる十勝川上流の含銅硫化鉄鉱床

の地帯がみられる。しかし今回の調査では，期待される地質構成と地質構造の地帯が，中

央稜線を中心として存点することが明らかにされたにとどまり，有望な鉱i敷地を確認する

ことはできなかった。現在，この地域で明らかにされている地下資源としては，岩間温泉

があげられるにすぎない。

V.2 鉱徴

鉱化作用の徴候とされるものは，ユユ石狩川の源流附;5:・三因沢の源流附;Ii ・中ノ川の

支流 4 ノ沢の源流附近である。ユユ石狩川の源流附j庄と三国沢の源流附近のものは，基盤

である日高層群中にみとめられる。音更山の北東傾面の沢では，粘ほ岩が部分的にはげし

く片状化し，いわゆる結品片岩状をとるところに， 1--5em' 幅の石英脈が多数存在するつ

ユニ石狩店の北西斜面の根むくれには，白鉄鉱の微鉱脈をともなう輝緑岩の転石(山から

の崩れとみられる)があり，附近の粘板岩は EE 化している。それからやや下流の，ポンユ

ニ石狩川の分岐点附近では，粘仮岩中 l乙幅数 em の石英脈が存在する。また，磁硫鉄鉱が

鉱染し，母岩が炭酸塩化作用を受けている部分がある。また，三国沢の源流では，粘版岩

中に微細な方解石脈がみとめられる。

ユユ石狩岳北西斜面の根むくれからえられた輝緑岩を顕微鏡で観察すれば，次のようで
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ある。

斑晶と石基の区別が明瞭な，非顕品質の輝緑岩で，枕状熔岩の輝緑岩にみられるオ

フィテック構造をとらな L 、。

斑晶は斜長石からなれほとんど緑泥石化している。石基は An 成分の低い，針状

の斜長石からなれその聞を，多量の繰泥石と緑簾石が埋めている。圧砕構造が発達

し，圧砕にともなって，少量の石英とソーダ石が加えられている。

これを切って，白鉄鉱十青緑色角閃石十石英の脈がみられ，さらに，炭酸塩鉱物が

加わっている。青緑色角閃石は， z= 青緑色である。

ポシユニ石狩川の分岐点附近の粘板岩を顕微鏡下で観察すれば，次のようである。

粘板岩の割目にそって，石英+曹長石十方解石細脈が発達し，それが，網状に粘板

岩中にはいり込み，珪化を行っている。

また，中ノ川の支流 4 ノ沢源流のものは，粘土化したプロピライト中に，黄鉄鉱の鉱染

がみられるものである。

以上のほか，足寄郡と河東郡の郡界となる，ピリベヅ岳一一西クマネ V リ岳の稜線の西

山麓部iこも，珪化した粘板岩中，あるいは石英粗面岩中に黄鉄鉱の鉱染した部分が諸所に

みとめられるが，顕著なものではない。

このように，有望な鉱徴とはいえないが，いくつかの鉱化作用の影響はみとめられる。

図幅調査であるから露頭を追跡する余裕がなく，鉱化度の変化は，まったく確認しておら

ない。したがって，今後の詳細な調査と，それからえられた試料に対する徹底した研究が

望まれる。

V.3 温泉

三股から，音更川を約 10km さかのぼると岩間温泉があるが，その間には，営林署の森

林軌道が通じているだけで，交通は不便である。現在，そこには上士幌営林署の事業所が

あるだけで，広く一般に利用されるまでになっていない。

温泉は，河岸段丘堆積物の操層と粘土層との問から湧出している。湧出点近くの基盤

には， N40
D

E の走向をもっ断層がみられることから，この断層を通ってきた湯が，段丘堆

積物の聞から湧出しているものと思われる。

温度は 80
D

C ていどで，次のような化学成分をしめす弱塩類泉である。

pH6.4 固形物全量 2，4 56 mg(l Cl-1,238 mg(l RCO;-320mg(l

Ca++64mg(l Mg++26mg(l 504'30mg(l
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V.4 石材

図幅内に分布する岩石のうち，石材として使用できるとみられるものは，土居常日熔岩

と黒雲母角閃石石英閃緑岩の 2 種である。

V.4.1 士居常呂熔岩

この熔岩の分布は地質図にしめしたとおりであるが，うち，柱状節理の発達する部分は

石材として使用できるとみられる。

柱状節理の発達する部分は，一般に，堅硬，徹宮、な岩質で，圧縮強さは， 1，300 以上をし

めすとみられる。また，節理と節理に囲まれたブロヅクは，ほぼ 30cm 3 の大きさである。

V.4.2 黒雲母角閃石石英閃緑岩

音更山と 1，882 m 峰に分布している閃 jill 岩である。これは，まえにのべたように，節揮

にそって割れ，ブロザクになる。このブロックの大きさが，ほぼ 1m 3 の大きさである。

しかしいずれも，きり立った山の頂上に分布するので，搬出の点が陸路となり，今すぐ，

開発するというわけにはし功ユない。

V.4.3 段丘堆積物

段丘堆積物のうち，石狩)11本流からユニ石狩川にかけて広く発達する低位段丘堆積物，

あるいは，音更川から中ノ川の河岸に良好な分布をみせる河岸段丘堆積物は，山パラスと

して優れており，道路用敷石として利用できる。
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GEOLOGY

Themappedareaislocatedinthe Central partof Hokkaido,

extendingbetween43ー30'to43ー40'N.lat., and143ー0'to143ー15'E.

long.. Thedetailedgeologicalsurveyofthisdistricthasnotbeen

operateduntilrecent.

ThisareaiscomposedofPre-Cretaceous sediments, Pre-Neogene

Tertialyintrusiverocks, NeogeneTertiaryandQuarternarysediments

andvolcanics. ThegeologicsuccessionissummarizedinTable1.

1. Basementrocks

ThebasementcomplexistheHidakaｷgroup, whichisPre-Cretaceous

inage. TheHidakagroupwhichoccupiesagreaterpartofthisarea

isdividedinto2formations, thelowerandtheupper. Theformer

consistsofsandstoneandslate, thelatterconsistsofsandstoneandshaly

slate.

2. Intrusiverocks

Intrusiverocksinthisareaarediabase, hornblendequartzdiorite

andgranite-porphyry. Thewritersconsiderthattheserocksareintruded
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Table.1

Riverdeposits 1 三l 卜拍 d， gravelandclay

ω同ロωωω Fantdaelpuossits Ft sand, gravelandclayandtalusdeposits
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Mukawe恥u百 T守F明M判7F引wi司(|lda批 weI抽ld凶d晶ed 加
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1 公明卜 一一←← J一一一一 l

i ぷ i.~ IKamihoroka ITT Idaciticweldedtuff
j~ I~ iweldedMHg1 I(;ith"d;山 la同

llkami 叩betsu IKc IIf~;~~t·i·~~CUJ"~V" IKc Iconglomerate
〆〆'

I __ _. ¥ ¥ |

sl l 引 ~~~:!}:I~daka IH2 IS.an.dst~ne and ' Ier_c:~!!句orphyry，
I~ ~1 ~rinat~___I~I_;~均 slate 刷ite hornblende

I I~ bill一一一一一一一一一一l一一一トー一 一一一 quartz diorite,
H31 1至刊 Lοwer Hidaka I礼 l Sandstone hor 耐e山 qua 巾
占 CJ I I:I: Iformation I.1.41 Iandslate diorite, diabase
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betweenPost-CretaceousandPre-NeogeneTertiary. Diabaseisaphanitic

diabase, andsulphidemineralizationissupposedtobeensuedbyits

intrusion.

3. Metamorphicrocks

Narrowdevelopmentofthemetamorphicrocksareobservedalong

thelshikaridake-Yuniishikaridakeridge. Theyarecomposedofhornfels

andphyllite. Theabsolutemajorityofthemetamorphicrockishornfels,

whichisproductedbytheacidicrocks(biotitehornblendequartzdiorite)

intrusIOn.

4. NeogeneTertiary

NeogeneTertiarysystemisdividedinto2, oneisMioceneandother

isPliocene.

Miocene system consist of the Kamishiyiibetu formation , the

Higashikochiformationanddykerocks. TheKamishiyubetuformation

isbasalpartofthissystem, whichconsistsofconglomerateintercalated

withmudstone, anditcontainssuchplantfossilsasl\.そ yrica Naumanni

(NATHORST) , Salix sp ・ The Higashik むchi formation is a volcanic

complexofdeciticwelded tu 百， propylite, liparitictu 百breccia andtu 百.

Thisformation , withoutexception, hasbeenalteredtoso ・ιa l1 ed “ green

tu 任" bypropy1itization;accordingtotherookfeaturethewriterscorｭ

relatedittotheKunnuiSeriesinthesouthwesternpartofHokkaidδ.

Dykerocksare propylite, hornblende porphylite, lipariteandhypersｭ

theneandesiteo

Pliocenesystemconsistsofvolcanicsandpyroclasticrocks, excepting

theNakanokawaformation. TheNakanokawafomationcoversthe

Hidakagroupunconformably, andconsistsofconglomerateintercalating

brecciatedtuff, sandstoneandmudstone. Volcanicsandpyroclasticsare

lipariticweldedtu 妊 (the Sekihokutogeweldedtu 百九 hypersthene augite

andesiteanditsagglomelate(theYuniishikarilavaandagglomerate) ,
augitehyperstheneandesite(thePiribetsudakelava) andhypersthene

andesite(theShiitokorolava). Thoserocksarescarecelyalterd, so

thisgroupmaybeconsideredasPlioceneage.

5. Quaternary

Quaternarysysteminthisareacomprisesterracedeposits, welded
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tu百， theSangokuformation , theNipesotsuvolcanovolcanics, fandepo~it ，

talusdepositsandriverdeposits. Theterracedepositsaredividedinto

4steps, theFirst, theSecond, theThirdandrecentriverterracedeposit.

FromtheFirsttotheThirdterracedeposit, theyareconside 了d tobe

thelaketerracedeposits. TheFirstterra~e depositisobservedon

thesurfaceofelevatedplateaubetweenabout1,200--1,300 m.high, the

Secondterracedepositsisbetweenabout1,100--1,200 m.highandthe

Thirdisbetweenabout1,000--1,200 m.high. Thosewillberespectively

correlatedtothe higher, themiddleandthelowermarineterrace

depositsinthesouthwesternpartofHokkaidoCNoboribetsuandRusutsu

district)whicharemiddletoupperPleistocene. Eachofthem, consists

ofsandmainly, haschangedtoreddishsoil. Theriverterracedeposit

exposesalongtherelativelylargerivers, suchaslshikari, Otofukeand

Muka, andisPleistocenetoRecent. Itconsistsofsand, graveland

clay.

Thewelded tu 旺 comprises theShibinaiwelded tu 旺 (hornblende

bearinghyperstheneandesiticweldedtu 妊) andMukaweldedtu 旺 Cdacitic

weldedtu 百) . TheformerwhichisobservedalongtheIshikaririver,

overliestheHidakagroupandiscoveredunconformablybytheSangoku

formation. ThelatterisovservedalongMukaandKamihorokariver,
andcoverstheSangokuformationunconformablyandiscoverdbythe

Thirdterracedeposit. Sothewritersconsiderasfollows;theShibinai

weldedtu 百 is earlytomiddlePleistocene, theMukaweldedtuffislate

Pleistocene.

TheNipesotsuvolcanovolcanicsis recent, andisdividedinto2

groups (hyperstheneaugiteandesiteanddacite)fromtheireruption

stage. Hyperstheneaugiteandesiteisearlierthandacite.

FandepositsexporsingbytheOtofukeriverandtheMukariver

.arequiteremark 号ble. Itconsistsofsand, gravel, clayandotherrock

blocks.

ECONOMICGEOLOGY

1. Mineralindication

Nonoteworthymineralindicationisfoundinthisarea, howevera

littlemineralized features , suchas carbonitization, silicification, fine
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quartzveinsandfinemarcasiteveinsareobservedatthenorthwestern

slopeoftheYuniishikari-Mikuniyamaridge.

Thesesmallscalemineralizationsareduetotheintrusionofaphanitic:

diabaseanditsstageissupposedtobeinPre-NeogeneTertiary.

Besidesthat, thewritersfoundafewpyritizationareas, whichareｭ

atthesouthslopeofMikuniyama-Yuniishikariridgeandthewestslope

ofPiribetsu-Nishikumaneshiriridge. Thesepyritizationswillbein

Mioceneage.

2. Hotspring

A mineralspringcallingthelwama-spawasfoundattheupper

courseoftherighttributaryoftheOtofukeriver, about10km.west

ofMitsumatavillage. Theresultoftheanalysisofthisspringisas

follows;

pH-6.4 Totalsolidmatter2.456mg!l

CI-1,238 mg!l HCO;320mg/l

Mg++26mg/l S04'30mg!l

Ca++64mg!l
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